
（３）北 関 東 

 
 
 
 
                     （注）下線を付した箇所は、前回からの変更のあった 

箇所を表す（ は上方に変更、 は下方に変更）。 

前回からの主要変更点 

 前回（令和元年11月） 今回（令和２年３月）  

景況判断 
一部に弱さがみられるものの、緩やかな回

復基調 

足もとでは、新型コロナウイルス感染症の

影響により、景況感が急速に厳しい状況に

なるなど、弱さがみられる 
↓ 

個人消費 持ち直し 
足もとでは、新型コロナウイルス感染症に

よる影響があり、弱めの動きがみられる 
↓ 

 

 

１．鉱工業生産の動向 

 鉱工業生産は弱含んでおり、新型コロナウイルス感染症の影響もみられる。 

10－12月期には、「石油･石炭製品、化学、プラ製品」は、減少した。「輸送機械」は、減少した。

「汎・生産・業務用機械」は、減少した。「電子デバ、電気・情報通信」は、減少した。 

 

 
（備考）１. 2015年＝100、季節調整値。北関東の最新月は速報値。 

２. 全国及び北関東の太線は中心３か月移動平均。 

  直近月は２か月平均。 

３. 北関東は内閣府にて算出。 

 

域内主要業種の動向(季節調整値、前期（月）比) （％） 

 
（備考）１．地域における付加価値ウェイトの高い５業種。 

２．10－12 月期、12 月は速報値。速報値において、化学は医薬品

を除いたもの、食料品・たばこは公表されていない。 
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  生産     

付加価値

ウェイト 

７－９ 

月期 

10－12 

月期 

10月 11月 12月 

石油･石炭、化学、プラ製品 20.1 ▲2.7 ▲1.9 ▲1.2 ▲0.4 0.8 

輸送機械 18.3 ▲5.0 ▲10.1 ▲10.9 8.7 ▲4.4 

汎・生産・業務用機械 17.1 ▲0.9 ▲6.4 ▲5.1 ▲6.3 11.7 

食料品・たばこ 12.1 ▲0.1 ― ▲1.6 ▲0.1 ― 

電子デバ、電気・情報通信 11.2  ▲2.0 ▲2.5 ▲7.1 2.0 0.2 

鉱工業 100.0  ▲2.1 ▲4.7 ▲4.8 0.2 1.3 

北関東地域では、景気は足もとでは、新型コロナウ

イルス感染症の影響により、景況感が急速に厳しい

状況になるなど、弱さがみられる。 
 
・ 鉱工業生産は弱含んでおり、新型コロナウイル

ス感染症の影響もみられる。 
 

・ 個人消費は足もとでは、新型コロナウイルス感

染症による影響があり、弱めの動きがみられる。 
 

・ 雇用情勢は改善している。 



(3) 北関東 

２．個人消費の動向  

    個人消費は足もとでは、新型コロナウイルス感染症による影響があり、弱めの動きがみられる。 
（１）地域別消費総合指数（ＲＤＥＩ（消費）） 

10月は前月比7.3％減、11月は同2.5％増、12月は同0.3％減となった。 
（２）百貨店・スーパー販売額 

         10月は、衣料品、身の回り品が低調であったことから前年を下回った。 
         11月は、飲食料品が好調であったことから、前年を上回った。  
         12月は、衣料品、身の回り品が低調であったことから前年を下回った。 

１月は、前年を下回った。

  

 

 

 

 
 
 

 

３．雇用情勢  

雇用情勢は改善している。 

  有効求人倍率は低下している。完全失業率は前期を下回っている。 
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 2019年 

10－12月 

2019年 

10月 

 

11月 

 

12月 

2020年 

１月 
ＲＤＥＩ（消費*1） ▲3.1 ▲7.3 2.5 ▲0.3 ― 
百貨店・スーパー(*2) ▲1.4 ▲4.0 0.8 ▲1.2 ▲0.5 

コンビニ(*3) 2.1 3.2 2.2 0.9 2.0 
乗用車(*4) ▲14.9 ▲26.8 ▲9.9 ▲7.0 ▲12.4 

（季節調整値）(*4) ▲19.1 ▲28.4 22.7 ▲5.0 ▲3.2 

（備考）内閣府にて算出、季節調整。季節性が認められなかった

ことから原数値と同じ。 
     

（備考）１．季節調整済前期（月）比（％） 
２．店舗調整前、前年同期（月）比 

百貨店・スーパーは内閣府にて算出。2020年１月は速報値。 
３．店舗調整前、前年同期（月）比（％） 

コンビニは、経済産業省の関東（茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、 
東京、神奈川、新潟、山梨、長野、静岡）の値。 
2020年１月は速報値。 

４．乗用車は、新規登録・届出台数（上段は前年同期（月）比（％）） 
 
 
 
 
 
 

ＲＤＥＩ（消費）と自動車新規登録・届出台数の推移 



（13）景気ウォッチャー調査（2020 年２月調査）景気判断理由の概要 

 

 

３．北関東 

（◎良、○やや良、□不変、▲やや悪、×悪） 

 分野 判断 判断の理由 

現
状 

家計

動向

関連 

▲ 
・レストランへの来客数が減っている。新型コロナウイルスの影響を少なからず感じてい

る（一般レストラン）。 

× ・新型コロナウイルスの影響で、来客数が激減している（スナック）。 

□ 
・夜の動きは良くないが、昼の動きが少し良かったので、消費税増税分２％を含めても、

前年同月比５％の増収である（タクシー）。 

企業

動向

関連 

□ ・主要取引先の内製化で、電話器受注が減っている（電気機械器具製造業）。 

▲ 
・中国から材料が入らないため、取引先から国内での代替生産要請があるものの、即応は

困難な状況である（一般機械器具製造業）。 

× 

・取引先のリゾートホテルでは、台湾や香港からの客が多いが、新型コロナウイルスの影

響で軒並みキャンセルを受けている。日本人客からのキャンセルの問合せも増えており、

想像していた以上に影響を受けているとのことである。取引先の老人保健施設の維持管

理作業等でも、延期等の影響が出ている（不動産業）。 

雇用

関連 

▲ 
・新型コロナウイルスの影響で、製造業を中心に生産調整に入っており、有期雇用社員の

契約更新に慎重になっている（人材派遣会社）。 

× 
・秋頃から製造業関係の求人数が減少してきたことに加え、新型コロナウイルスによる影

響で、先行きに不安な様子がみられる（職業安定所）。 

その他の特徴

コメント 

▲：温暖化によって季節感がなくなってきている。冬なのに降雪もなくスタッドレスタイ

ヤの販売が振るわない。新車や中古車の売行きも今一つである（乗用車販売店）。 

×：新型コロナウイルスの影響は、土日祝日の来客数減少が顕著で、月平均も８％以上の

低下である。販売数も生鮮食品など食料品のマイナスが著しく、10％程度低下してい

る（百貨店）。 

先
行
き 

分野 判断 判断の理由 

家計

動向

関連 

▲ 
・新型コロナウイルスの影響が、どのようになってくるか心配である。なかなか予想はで

きないが、余り良い結果は出ないとみている（一般小売店［精肉］）。 

× 
・新型コロナウイルス感染の拡大が止まらない現状から、既に６月の案件にまで影響が出

始めている（旅行代理店）。 

企業

動向

関連 

▲ ・新型コロナウイルス問題が長期化しそうである（食料品製造業）。 

□ 
・取引先の様子だが、新型コロナウイルス等の影響があり、この先２～３か月はやや悪い

状況が続くのではないか（輸送用機械器具製造業）。 

雇用

関連 
× ・工場を一時的に閉鎖する連絡があったため、悪くなる（人材派遣会社）。 

その他の特徴

コメント 

×：新型コロナウイルス対策で、無観客のレースになってしまうので、来場者数、購買単

価共に激減するとみている。どのくらい影響が出るか計り知れない（競輪場）。 

×：景気が悪い上に新型コロナウイルスの影響で、高齢者が外出を控えている。手の施し

ようのない八方塞がりの状況である（美容室）。 
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図表16 現状・先行き判断ＤＩ（北関東）の推移（季節調整値）
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